



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































野秀雄全集』巻六・巻七に収録された、昭和三十七年から昭和四十二年に書かれた日記や、角川書店刊 『短歌』 「吉野秀雄追悼号」で発表された、吉野壮兒氏編「 『最後の日記』自六月二十三日至七月十一日」 、そして、短歌研究社刊『短歌研究 二〇〇三年六月号～八月号に発表された「未発表新資料・吉野秀雄 艸心洞日記・昭和二十年』 の第一回～第三回ぐらいしか存在しないのではないかと考えられていたが 実際には、大正六年 （一九一 ）に、吉野秀雄が十五歳の時に書 『北海道東北旅之日記』 ら始ま
り、六十五歳で亡くなる昭和四十二年 （一九六七）に書かれた 『日記』に至るまで、ほぼ毎年のように書かれていたことも判明した。これらの日記の総数は、実に百一点にも及んでいる。
神奈川近代文学館「吉野秀雄文庫」に収蔵されているこれらの
日記や書簡等の資料は、 だそのほとんどが公開されておらず、研究者の目にも触れられていないために、吉野秀雄研究は、まだ解明されていない多く 部分が残されていることになる。吉野秀雄がリアリズムの歌を作ることを標榜した以上、彼 歌がどのようにして日常の生活 中から生まれ、数回にわたる推敲や校正を経た後 、どのようにして現存す 芸術作品にまで昇華されていったかについて、そ らを裏付ける研究はまだ始まったばかりであるといえよう。
吉野秀雄の書簡や日記類は戦火を免れて、遺族の手によって大




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































必死に ってつなぎ止めようとしている兄弟 いたましい姿などが、張り裂けそうな胸の悲しみ こらえて克明に歌われている。
最愛の妻の臨終の場面に接して狼狽しながらも、そういう妻の
































































































































































































































































































































と題された九月十七日以降の吉野秀雄の日記を読むと、兄とはつ子の結婚話を聞いてから、吉野秀雄のはつ子に対する思いが急速に深まっていき、そし 遂に十一月二十五日に、はつ子へ手紙で告白するに至ったことが理解できる。つまり、兄とはつ子の結婚話が持ち上がったことによって、改めては 子が既に適齢期に達していて、いつ結婚してもおかしくない状況であることを、吉野秀雄は認識せざるを得なくなったのでは かと思われるのである。
栗林家の長女であったはつ子の結婚話は、高崎の女学校を卒業





子宛の手紙において、吉野秀雄は遂に意を決 て、はつ子に対して長年抱き続けてきた自分の恋心を思い 丈打ち明けるのだが、「結局 『あなたを恋してゐる』といふ一事に尽きることなのです。 」「私はあなたの真心が聞き
度た
い、─狂ふ程聞き度い。 」という言葉



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































さんが忘れられない。 」とい 書き出しから始まっ いる。
九月五日の日記は、これとはまた別の日記帳に書かれているの











子には、また次の縁談が持ち上がるであろうことは、容易に想像できたからである。その結果、はつ子を自分の妻と て迎えこのできる可能性は、当時 社会常識からすれば、かな 厳しいものと考えざ を得なかったので ないだろうか。その現実 考えれば考えるほど、暗澹たる気持ちに落ち込まざるを得ない吉野秀
雄であった。Ｏの悲劇はやはり他人事ではなかったのである。
おそらくは、はつ子も自分のことを愛してくれている筈で、告
白すれば受け入れてくれるに違いないという自信 、吉野秀雄にもないわけでもなかった。しかし、たとえ相思相愛であったとしても、結婚というゴールに どりつくまでには、越えなければならない高いハードルがいくつも存在する現実に、むしろ告白すべきでは のではないかと、吉野秀雄は、二ヶ月間にわたり、同じ悩みを堂々巡りさせては、千々に心が思い乱れるのであっ 。「思想の統一なく感激なく、修養なく、克己なく、忍耐なく、勉強心なし、大いに堕落したる自己を見る。 」ここには、悩めば悩むほどさらに落ち込んで、何も手につかな
くなり悪循環に陥ってしまっ いる吉野秀雄の当時の様子が描かれている。
しかし、たとえうまくいかない現実があったとしても、はつ子















































































































































































































































































































































































































































































































































『山庵雑記』の「其一」の冒頭部分である。はつ子は、文学少女であったことがうかがわれる。この下書きの内容で実際に手紙が出されてい としたならば、北村透谷の文章を引用しながら、 「何時もあなたのうれしい『夢』 」を見たいと願っているとは 子から思いを打ち明けら た吉野秀雄は さぞかし喜んだことであろう。
この後、この手紙の続きが書かれた かどうか長い間わ っ












































































































































































































係をどのように継続したらよいかという問題で、 「Ｓ君（須賀幸造） 」と共に大いに悩む様子が書 れているの が、この つ子の手紙を読むと、はつ子自身もまた同じ問題で悩ん い とがわかる。
吉野秀雄とはつ子は、お互いに好意を寄せ合っ いるというこ
とを確認することはできたも の、これから先どのようにして二
人の関係を進めて行ったらよいのか、まさにそのことが若い二人の共通 悩みでもあり、大問題だったのだと思われる。「けれど、もしもこんな事があつたとしても、私は悪い事をしたとは思ひません。何故なら私は自分のしなければならぬ、そして又すべての人の踏むべき正道を一すぢに進んだのだと思ひました。 」制約の多い時代に生まれた二人の恋愛ではあったが、それゆえ
に、一層固い絆で結ばれることを願っていた、切ないまでの思いがそこには綴られていたのである。
